
在宅看護学演習

科目名
担当教員

(研究室番号)

否

否

科目
目的

到達
目標

回
授業
方法

１回 大越 講義

２回
大越

演習

３回
大越

演習

４回
大越

演習

５回
大越

演習

６回
大越
清水

演習

７回 大越 演習

８回 大越 演習

９回 大越 演習

10回 大越 演習

11回
大越
清水

演習

12回 大越 演習

13回 大越 演習

14回 大越 演習

15回 大越 演習

16回
大越
清水

演習

17回 大越 講義

18回 大越 講義

19回 大越 演習

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビューと簡潔な論考
　　　　（研究背景と枠組み,用語の定義）

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビュー（研究方法）
　　　　自己の採用した方法論の正当性や実現可能性の検討

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビュー（研究方法）
　　　　自己の採用した方法論の正当性や実現可能性の検討

中間発表 研究の背景と枠組みについての計画書案を発表する

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビュー（研究方法）
　　　　自己の採用した方法論の正当性や実現可能性の検討

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビューと簡潔な論考
　　　　（研究背景と枠組み,用語の定義）

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビューと簡潔な論考
　　　　（研究背景と枠組み,用語の定義）

公衆衛生・在宅看護学研究における倫理 研究を実施していく際に必要な倫理上の配慮と責務について説
明する

課題への取り組み ●課題：研究計画書（案）の作成

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビューと簡潔な論考
　　　　（研究背景と枠組み,用語の定義）

公衆衛生・在宅看護学研究における倫理 研究を実施していく際に必要な倫理上の配慮と責務について説
明する

課題への取り組み ●課題：前期の演習を踏まえ研究の問いを選び、明確にする。

課題への取り組み ●課題：前期の演習を踏まえ研究の問いを選び、明確にする。

中間発表 研究課題と研究方法の精錬を行う。

課題への取り組み ●課題：国内外の文献レビュー（研究方法）
　　　　自己の採用した方法論の正当性や実現可能性の検討

研究課題の明確化と発表 研究課題の発表

課題への取り組み ●課題：前期の演習を踏まえ研究の問いを選び、明確にする。

単位数
(時間)

1年次
後期

１）地域ケアシステムに関連した自己の研究課題に焦点をあて、関心領域について文献レビューを行うことができる。
２）地域ケアシステムにおける自己の研究課題の位置づけ（研究背景）を明確にすることができる。
３）自己の研究課題を解明するための理論的枠組みを説明することができる。
４）課題に適した研究デザインや研究方法を選択して説明することができる。
５）研究倫理のあり方を理解し、研究計画書を作成することができる。

課題への取り組み ●課題：前期の演習を踏まえ研究の問いを選び、明確にする。

特に指定しない。

科目等
履修生

遠隔授業

成績評価方法
(基準)

受講者の研究フィールドに応じて、演習の重点を公衆衛生看護か在宅看護かのいずれかに置いて下さい。
研究テーマによっては、研究を深めるために副指導教員を依頼します。

ガイダンス 授業目標、学習内容の説明、学習方法、評価方法について説明
する。
次回からの学習課題の提示をする。

科目
区分

備考

3(45)
履修
年次

参考書等

在宅看護学特論あるいは公衆衛生看護学特論・演習１で学習した概念や理論、文献検討で得られた知見および経験的な知識に
基づき、自己の研究課題を地域ケアシステム上の一課題と理解し、研究課題に関する研究計画を立案する。

授業
形態

演習

学習項目 学習内容
主担当
教　員

受講者への
メッセージ

専門科目

在宅看護学演習
Home Care Nursing
Seminar

大越 扶貴（405）
清水真由美（408）

教員への連絡方法
(メールアドレス)

選択
区分

領域
必修

特論、1年次前期の演習と連動させながら、自己のテーマに関連付けながら学んで下さい。

資料・参考図書、随時紹介する

教科書

リサーチ・クエスチョンの明確さ（20％）、研究の意義の明確さと研究方法の再現性（30％）、倫理的配慮
（10％）、分析方法の妥当性（20％）、計画の実現可能性（10％）、取り組み姿勢（10％）



在宅看護学演習

回
授業
方法

学習項目 学習内容
主担当
教　員

20回 大越 演習

21回 大越 演習

22回 大越 演習

23回
大越
清水

演習

課題への取り組み ●課題：研究計画書（案）の作成

研究計画書の発表 作成した研究計画書（案）を発表し、内容について討議・精錬
を行う。

課題への取り組み ●課題：研究計画書（案）の作成

課題への取り組み ●課題：研究計画書（案）の作成


